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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メディアコンテンツのオーナーとメディアホストサービスとの間の権利管理サービスを
支援するための、コンピュータによって実行される方法であって、
　計算装置によって、メディアホストサービスから、サウンド記録をデジタル的に表すオ
ーディオクリップを受信することと、
　前記オーディオクリップ内の複数の主要な楽音を複数回にわたって抽出するために、前
記計算装置によって、該オーディオクリップを処理することと、ここで、前記抽出される
楽音は音階音に対応するものであり、
　前記計算装置によって、前記オーディオクリップから抽出された前記主要な楽音の各音
間のピッチ音程を決定することと、
　前記計算装置によって、前記オーディオクリップの一連の前記ピッチ音程から入力メロ
ディ指紋を生成することと、ここで、前記入力メロディ指紋は、前記オーディオクリップ
で具現化されている入力作品のメロディを表し、かつ、該入力メロディ指紋は、前記入力
作品の演奏を行うまたは記録するのに使用された要因に対して不変であり、
　前記計算装置によって、前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋を参照デ
ータベースに問い合わせることと、ここで、前記参照データベース内の各参照メロディ指
紋は、参照サウンド記録で具現化されている参照作品のメロディを表しており、
　前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋が見つけられることに応じて、前
記計算装置によって、前記入力作品にマッチする参照作品に関連する権利管理ポリシーを
決定し、該参照作品に関連する権利管理ポリシーを実行するための指示を前記メディアホ
ストサービスに与えることと、
を備える方法。
【請求項２】
　さらに、権利管理サービスに互いに参加することについて、前記メディアホストサービ
スと前記メディアコンテンツのオーナーとの間の相互の合意を決定すること、
を備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記相互の合意を決定することは、
　前記権利管理サービスへの参加について、前記メディアコンテンツのオーナーから第１
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のオンライン・インターフェース上で合意を得ることと、
　第２のオンライン・インターフェースを介して、前記メディアコンテンツのオーナーと
共に前記権利管理サービスに参加するというオプションを、前記メディアサービスに対し
て提示することと、
　前記第２のオンライン・インターフェースを介して、前記メディアコンテンツのオーナ
ーと共に参加することについて前記メディアホストサービスから肯定的な応答を受信する
ことに応じて、該メディアホストサービスと共に参加するというオプションを、前記第１
のオンライン・インターフェースを介して前記メディアコンテンツのオーナーに対して提
示することと、
　前記第１のオンライン・インターフェースを介して、前記メディアホストサービスと共
に参加することについて前記メディアコンテンツのオーナーから肯定的な応答を受信する
ことに応じて、前記メディアホストサービスと前記メディアコンテンツのオーナーとの間
の権利管理サービスを支援することと、
を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記権利管理ポリシーを実行するための前記指示を前記メディアホストサービスに与え
ることは、
　前記メディアホストサービスのユーザによる前記オーディオクリップを含むホストメデ
ィアコンテンツの閲覧を遮断する要求を、前記メディアホストサービスに送信すること
を含む、請求項１乃至３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記権利管理ポリシーを実行するための前記指示を前記メディアホストサービスに与え
ることは、
　前記オーディオクリップを含むホストメディアコンテンツの統計的利用状況を追跡する
要求を、前記メディアホストサービスに送信すること
を含む、請求項１乃至４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記権利管理ポリシーを実行するための前記指示を前記メディアホストサービスに与え
ることは、
　前記メディアホストサービスと前記マッチしている参照作品のコンテンツオーナーとの
間の収益分配契約に従って、前記オーディオクリップの使用を収益化する要求を、前記メ
ディアホストサービスに送信すること
を含む、請求項１乃至５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記マッチする参照メロディ指紋に対応する前記参照サウンド記録は、前記入力作品の
第１の記録された演奏を表し、前記オーディオクリップは、該第１の記録された演奏とは
異なる、該入力作品とマッチする前記参照作品の第２の記録された演奏からなる、請求項
１乃至６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記入力作品の前記第１の記録された演奏は、第１の演奏者による演奏からなり、該入
力作品とマッチする前記参照作品の第２の記録された演奏は、前記第１の演奏者とは異な
る、第２の演奏者による演奏からなる、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１の記録された演奏は、前記入力作品の記録されたスタジオ演奏からなり、該入
力作品とマッチする前記参照作品の前記第２の記録された演奏は、該作品の記録された生
演奏からなる、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　さらに、
　前記オーディオクリップのオーディオ指紋を生成することと、ここで、前記オーディオ
指紋は、前記オーディオクリップで具現化されているサウンド記録を表しており、
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　前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋を前記参照データベースに問
い合わせることと、ここで、前記参照オーディオ指紋は、参照サウンド記録を表しており
、
　前記オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋を前記参照データベースから見つ
けることに応じて、前記参照サウンド記録に関連する権利管理ポリシーを決定すると、
　前記参照サウンド記録に関連する権利管理ポリシーの指針を前記メディアホストサービ
スに提供することと、
を備える、請求項１乃至９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記オーディオクリップは、ビデオクリップのオーディオトラックからなる、請求項１
乃至１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　サウンド記録の所有権を決定するための、コンピュータによって実行される方法であっ
て、
　計算装置によって、メディアホストサービスからオーディオクリップの表現を受信する
ことと、
　前記計算装置によって、前記オーディオクリップの入力オーディオ指紋を生成すること
と、ここで、前記オーディオ指紋は、前記オーディオクリップで具現化されている入力作
品の入力サウンド記録を表しており、
　前記計算装置によって、前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋を参
照オーディオ指紋データベースに問い合わせることと、ここで、前記参照オーディオ指紋
データベース内の各参照オーディオ指紋は、参照サウンド記録を表しており、
　前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋が前記参照オーディオ指紋デ
ータベースから見つけられることに応じて、該マッチする参照オーディオ指紋に係る前記
参照サウンド記録に関連する権利管理ポリシーを決定し、前記参照サウンド記録に関連す
る前記権利管理ポリシーを実行するための指示を前記メディアホストサービスに与えるこ
とと、
　前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋が前記参照オーディオ指紋デ
ータベースから見つからないことに応じて、
　　前記計算装置によって、前記オーディオクリップの入力メロディ指紋を生成し、ここ
で、前記入力メロディ指紋は前記入力オーディオ指紋とは異なり、前記入力メロディ指紋
は、前記入力作品のメロディを表し、かつ、該メロディ指紋は、前記入力作品の演奏を行
うまたは記録するのに使用された要因に対して不変であり、かつ、
　　前記計算装置によって、前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋を参照
メロディ指紋データベースに問い合わせることと、ここで、前記参照メロディ指紋データ
ベース内の各参照メロディ指紋は、複数の参照サウンド記録の１つに対応する参照作品の
メロディを表しており、
　前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋が見つけられることに応じて、前
記計算装置によって、該マッチする参照メロディ指紋に係る前記参照作品に関連する権利
管理ポリシーを決定し、該参照作品に関連する前記権利管理ポリシーを実行するための指
示を前記メディアホストサービスに与えることと、
を備える方法。
【請求項１３】
　前記マッチする参照メロディ指紋は、前記参照作品の第１の記録された演奏から得られ
、前記マッチするオーディオ指紋は、該第１の記録された演奏とは異なる、前記参照作品
の第２の記録された演奏から得られる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　メディアコンテンツのオーナーとメディアホストサービスとの間の権利管理サービスを
支援するシステムであって、
　プロセッサと、
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　前記プロセッサと結合したメモリであって、
　　メディアホストサービスから、サウンド記録をデジタル的に表すオーディオクリップ
を受信することと、
　　前記オーディオクリップ内の複数の主要な楽音を複数回にわたって抽出するために、
該オーディオクリップを処理することと、ここで、前記抽出される楽音は音階音に対応す
るものであり、
　　前記オーディオクリップから抽出された前記主要な楽音の各音間のピッチ音程を決定
することと、
　　前記オーディオクリップの一連の前記ピッチ音程から入力メロディ指紋を生成するこ
とと、ここで、前記入力メロディ指紋は、前記オーディオクリップで具現化されている入
力作品のメロディを表し、かつ、該入力メロディ指紋は、前記入力作品の演奏を行うまた
は記録するのに使用された要因に対して不変であり、
　　前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋を参照データベースに問い合わ
せることと、ここで、前記参照データベースの各参照メロディ指紋は、参照サウンド記録
で具現化されている参照作品のメロディを表しており、
　　前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋が見つけられることに応じて、
前記入力作品にマッチする参照作品に関連する権利管理ポリシーを決定し、該参照作品に
関連する前記権利管理ポリシーを実行するための指示を前記メディアホストサービスに与
えることと、
を前記プロセッサに実行させるための命令を格納する前記メモリと、
を備えるシステム。
【請求項１５】
　前記メモリは、権利管理サービスに互いに参加することについて、前記メディアホスト
サービスと前記メディアコンテンツのオーナーとの間の相互の合意を決定することを前記
プロセッサに実行させるための命令をさらに格納する、
請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記権利管理サービスへの参加について、前記メディアコンテンツのオーナーから第１
のオンライン・インターフェース上で合意を得ることと、
　第２のオンライン・インターフェースを介して、前記メディアコンテンツのオーナーと
共に前記権利管理サービスに参加するというオプションを前記メディアホストサービスに
対して提示することと、
　前記第２のオンライン・インターフェースを介して、前記メディアコンテンツのオーナ
ーと共に参加することについて前記メディアホストサービスから肯定的な応答を受信する
ことに応じて、前記メディアホストサービスと共に参加するというオプションを、前記第
１のオンライン・インターフェースを介して前記メディアコンテンツのオーナーに対して
提示することと、
　前記第１のオンライン・インターフェースを介して、前記メディアホストサービスと共
に参加することについて前記メディアコンテンツのオーナーから肯定的な応答を受信する
ことに応じて、前記メディアホストサービスと前記メディアコンテンツのオーナーとの間
の権利管理サービスを支援することと、
を前記プロセッサに実行させるための命令を前記メモリに更に格納してなる、請求項１５
に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記メディアホストサービスのユーザによる前記オーディオクリップを含むホストメデ
ィアコンテンツの閲覧を遮断する要求を、前記メディアホストサービスに送信すること
を前記プロセッサに実行させるための命令を前記メモリに更に格納してなる、請求項１４
乃至１６のいずれかに記載のシステム。
【請求項１８】
　前記オーディオクリップを含むホストメディアコンテンツの統計的利用状況を追跡する
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要求を、前記メディアホストサービスに送信すること
を前記プロセッサに実行させるための命令を前記メモリに更に格納してなる、請求項１４
乃至１７のいずれかに記載のシステム。
【請求項１９】
　前記メディアホストサービスと前記マッチしている参照作品のコンテンツオーナーとの
間の収益分配契約に従って、前記オーディオクリップの使用を収益化する要求を、前記メ
ディアホストサービスに送信すること
を前記プロセッサに実行させるための命令を前記メモリに更に格納してなる、請求項１４
乃至１８のいずれかに記載のシステム。
【請求項２０】
　前記マッチする参照メロディ指紋に対応する前記参照サウンド記録は、前記入力作品の
第１の記録された演奏を表し、前記オーディオクリップは、該第１の記録された演奏とは
異なる、該入力作品とマッチする前記参照作品の第２の記録された演奏からなる、請求項
１４乃至１９のいずれかに記載のシステム。
【請求項２１】
　前記入力作品の前記第１の記録された演奏は、第１の演奏者による演奏からなり、該入
力作品とマッチする前記参照作品の第２の記録された演奏は、前記第１の演奏者とは異な
る、第２の演奏者による演奏からなる、
請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記第１の記録された演奏は、前記入力作品の記録されたスタジオ演奏からなり、該入
力作品とマッチする前記参照作品の第２の記録された演奏は、該作品の記録された生演奏
からなる、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記オーディオクリップのオーディオ指紋を生成することと、前記オーディオ指紋は、
前記オーディオクリップで具現化されているサウンド記録を表しており、
　前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋を前記参照データベースに問
い合わせることと、ここで、前記参照オーディオ指紋は、参照サウンド記録を表しており
、
　前記オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋を前記参照データベースから見つ
けることに応じて、前記参照サウンド記録に関連する権利管理ポリシーを決定することと
、
　前記参照サウンド記録に関連する権利管理ポリシーの指針を前記メディアホストサービ
スに提供することと、
を前記プロセッサに実行させるための命令を前記メモリに更に格納してなる、請求項１４
乃至２２のいずれかに記載のシステム。
【請求項２４】
　前記オーディオクリップは、ビデオクリップのオーディオトラックからなる、請求項１
４乃至２３のいずれかに記載のシステム。
【請求項２５】
　サウンド記録の所有権を決定するシステムであって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと結合したメモリであって、
　　メディアホストサービスからオーディオクリップの表現を受信することと、
　　前記オーディオクリップの入力オーディオ指紋を生成することと、ここで、前記オー
ディオ指紋は、前記オーディオクリップで具現化されている入力作品の入力サウンド記録
を表しており、
　　前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋を参照データベースに問い
合わせることと、前記参照オーディオ指紋データベース内の各参照オーディオ指紋は、作
品を具現化している参照サウンド記録を表しており、
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　　前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋が前記参照オーディオ指紋
データベースから見つけられることに応じて、前記マッチする参照オーディオ指紋に係る
前記参照サウンド記録に関連する権利管理ポリシーを決定し、前記参照サウンド記録に関
連する前記権利管理ポリシーを実行するための指示を前記メディアホストサービスに与え
ることと、
　　前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋が見つからないことに応じ
て、
　　　前記オーディオクリップの入力メロディ指紋を生成し、ここで、前記入力メロディ
指紋は前記入力オーディオ指紋とは異なり、前記入力メロディ指紋は、前記入力作品のメ
ロディを表し、かつ、該メロディ指紋は、前記入力作品の演奏を行うまたは記録するのに
使用された要因に対して不変であり、かつ、
　　　前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋を参照メロディ指紋データベ
ースに問い合わせることと、前記参照メロディ指紋データベース内の各参照メロディ指紋
は、複数の参照サウンド記録の１つに対応する参照作品のメロディを表しており、
　　前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋が見つけられることに応じて、
前記マッチする参照メロディ指紋に係る前記参照作品に関連する権利管理ポリシーを決定
し、該参照作品に関連する前記権利管理ポリシーを実行するための指示を前記メディアホ
ストサービスに与えることと、
を前記プロセッサに実行させるための命令を格納する前記メモリと、
を備えるシステム。
【請求項２６】
　前記マッチする参照メロディ指紋は、前記参照作品の第１の記録された演奏から得られ
、前記マッチするオーディオ指紋は、該第１の記録された演奏とは異なる、前記参照作品
の第２の記録された演奏から得られる、請求項２５に記載のシステム。
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